フラグ立ての考え方の整理について（案）
■「青フラグ」　・・・　「業務・施策反映を検討するもの」
（フラグを立てる対象）
　　○府に業務・施策反映（事務改善を含む）を具体的に求める趣旨の府民の声については、基本的にすべて青フラグを立てます。
　　　　　※意見表明のみにとどまるものや声の内容が抽象的であるなど具体的な検討になじまないものには立てません。
　

（フラグ調整について）
○フラグ調整において、所管課の意見をお聞きし、以下に該当することがわかった場合には、フラグを取り消します。
・府においてなんら検討できる対象でない

　　（直接的には国・市町村の所管であっても、府による指導や調整、広報、要請等で、府民サービスや府民福祉の向上に何らかの関与や影響を及ぼすことが出来る場合は検討対象となります）

・声の内容のとおりの見直しが既に決定し、実施予定である

※なお、青フラグは、業務・施策反映を求める府民の声を受け、できるできないも含め組織的に検討する趣旨ですので、声の内容のとおりの「見直しができない」というのは、青フラグを取り消す理由とはなりません。
■「赤フラグ」　・・・　「申出者へ連絡するもの」

（フラグを立てる対象）

　　○声の内容が以下に該当する場合には、基本的に赤フラグを立てます。
・放置すると申出者の苦情、不満が広がるおそれがあるもの

・声の内容の詳細を申出者に確認し何らかの対応を行う必要があるもの
・申出者の誤解や迷いを解いて、正しい情報を案内する必要があるもの

・申出者自身の公的な行為に対し、府としてお礼を述べる必要があるもの

　

（フラグ調整について）
　○フラグ調整において、所管課の意見をお聞きし、以下に該当することがわかった場合には、フラグを取り消します。
　　・既に同人とこれまでもやりとりがあり、同様の趣旨の繰返しの申出の場合
